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1. はじめに 

文書中での単語の出現だけでなく、単語間の関連を利用

することで文書検索や文書識別の性能向上が期待されてい

る。例えば、単語の同義語や上位下位関係のデータベース

である WordNet を文書分類に利用する研究がある[1,3, 6,7]

がある。しかし、上位下位関係を用いること で、常に性能

が向上するとは限らない。また、WordNet のような大規模

コーパス は汎用ではあるが人手で構築されたものであり、

新しいテーマや特定の文書群 について全ての単語の関連を

網羅しているわけではない。一方、[2]や [4]では、文書や

Web ページに現れるパターンに着目することで、人手によ 

らず単語間の上位下位関係を抽出している。しかし、一つ

の単語、あるいは、 複数の単語の上位あるいは下位の概念

として求まるのは、分析対象の文書群に出現する具体的な

単語だけである。 

本稿では、二つの単語 uと vの形式的な論理和 u+v を上

位概念とする定式化を提 案する。しかし、二つの単語の和 

u+v はいくらでも考えられる。本稿では、論理和 u+v を仮

想的な単語とすることで、文書分類の識別性能が向上する

ときに、 u+v は意義がある、と考える。つまり、u+v を単

独の概念として対象文書をベ クトル化したとき、文書の識

別性能が向上すれば、新たに追加した u+v が正例 と負例を

識別する上位の意味ある概念になっている、と考えられる。

それでも、任意の 単語 uと vの組み合わせでは個数が爆発

する。そこで、本稿では、与えられた正例と負例を識別す

るための特徴語の上位 20個の単語群についてのみ、論理和

を考える。また、u+v に対応する文書集合、つまり、u ま

たは v を含む文書集合が、 u を含む文書集合あるいは vを

含む文書集合と一致していたら新に u+wを考えても 意味が

ない。そこで、本稿ではそのような組み合わせは除外する。 

本稿では、このような単語の論理和を追加して文書をベ

クトル化したとき、識別性能が向上するかどうかを、7 種

類の標準的データセットについて調べた。 

2. 実験結果 

[5]では、正例の文書集合と負例の文書集合を線型カーネ

ルの SVM で識別 するとき得られるモデルにおいて、各単

語の重みの上位の単語に限定して文書をベクトル化するこ

と（属性選択）で、識別性能が向上する場合があることが 

示されている。本稿では、この単語の重みを使い、正のス

コアの単語上位 20個 と負のスコアの単語上位 20個につい

て単語の論理和を新たな概念として追加す る。しかし、特

徴語 ui と uj が交わらないという条件だけだと、ui+uj とい

う論理 和での文書集合と単独の単語 uiでの文書集合が同じ

になる場合がある。これだ と、ui+uj という属性を追加し

ても意味がない。そこで、ui+uj が ui あるいは uj とは同じ

にならない、という条件も満たす場合に限定して論理和

ui+uj を新たな 属性として追加するようにした。具体的に

は、各カテゴリーckで SVM スコア上位 20 までの単語の組

ui,uj について、論理和 ui+uj を満たす文書数が単独の単語 

ui, uj を含むものよりも多い場合についてだけ、論理和 

ui+uj を新たな属性と して追加する。 

図 1に 5つのデータセット reuter21578, 20newsgroups, wap, 

k1a, k1b に対する precision、recall、F1-score、accuracyを示

す。棒グラフで 左側(original)が単語ベクトル化したときの

識別性能、右側(OR expansion)が 論理和を追加したベクト

ル化での識別性能(micro average)を示す。20 newsgroups の

recall と wap の precision 以外の全ての場合について、提案

手法により性能が向上し ていることが分る。 
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(d) accuracy 

 

図１ 単語和による識別性能 

 
(a) precision 
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(d) accuracy 

 

図２ Reuterについての単語による識別性能向上 

 

図 2 は reuter について、横軸にカテゴリをとり、縦軸に

提案手 法による識別性能(micro average)の向上をプロット

したものである。殆どのカ テゴリーで precisionも accuracy

も向上している。いくつかのカテゴリーで recall が減少し

ているが、precisionと recallの調和平均である F1-scoreは殆 

どのカテゴリで増加しているので、precision の向上率が

accuracyの低下率を上 回っているといえる。 

3. まとめと今後の課題 

文書識別のための特徴的な単語の二つの論理和として、

文書中に明示的に単語 として出現していない上位概念を捉

える方法を提案した。5 種類のベンチマークのデータセッ

トについて提案手法による文書識別性能を、標準的なベク

トル化 による識別性能と比較し、提案手法の有用性能を示

した。本稿では、論理和を 考える単語を 40 個数の特徴語

に限定したが、この個数を変化させたとき、性能 がどのよ

うに違ってくるかが今後の課題である。また、具体的な単

語の論理和 u+v が、何らかの意味のある概念を表している

かどうかの評価が必要である。 
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